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こ
の
夏
休
み

も
、
ス
テ
イ
ケ

ー
シ
ョ
ン
。
ど

こ
に
も
い
か

ず
、
う
ち
で
ダ

ラ
ダ
ラ
と
。
観

光
地
へ
出
か
け
て
、
混
ん
で

て
、
疲
れ
て
帰
っ
て
く
れ
ば
、

２
学
期
の
業
務
に
差
し
障
っ

て
し
ま
い
ま
す
か
ら
と
▲
で
、

マ
ン
ガ
を
買
っ
た
ん
で
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
に
読
ん
だ
マ

ン
ガ
を
、
も
う
一
度
、
ど
う

し
て
も
読
み
た
く
な
っ
て
。

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
見

つ
け
、
競
り
落
と
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
全
巻
一
気
に
、

大
人
買
い
▲
「
サ
バ
イ
バ
ル
」

さ
い
と
う
た
か
を
作
。
日
本

に
大
地
震
が
起
こ
り
、
大
津

波
も
押
し
寄
せ
、
す
べ
て
の

街
が
壊
滅
状
態
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
完
全
に
失
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
に
、
た
っ
た
一
人
、
生

き
残
っ
た
少
年
が
サ
バ
イ
バ

ル
す
る
と
い
う
物
語
▲
ク
ー

ラ
ー
は
あ
き
ら
め
、
ベ
ラ
ン

ダ
に
水
打
ち
を
し
て
、
扇
風

機
の
風
に
当
た
り
な
が
ら
、

一
気
読
み
▲
子
ど
も
の
時
の

感
動
が
、
あ
の
震
災
後
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
何
倍
に
も

な
っ
て
蘇
り
ま
し
た
▲
少
年

は
、
苦
労
し
て
、
智
恵
を
絞

り
、
水
を
得
て
、
動
物
を
狩

り
、
草
ま
で
食
べ
、
様
々
な

出
会
い
を
し
て
、
逞
し
く
成

長
し
て
い
き
ま
す
▲
読
了
し

た
現
在
、
毎
日
、
感
謝
し
て

る
ん
で
す
。
屋
根
が
あ
る
こ

と
、
蛇
口
か
ら
水
が
出
る
こ

と
、
食
べ
物
が
買
え
る
こ
と
、

そ
し
て
、
電
気
が
つ
く
こ
と

に
▲
昨
夏
、
筆
者
を
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
引
率
に
導
い
た
選
手

の
好
き
な
言
葉
。「
や
れ
ば
で

き
る
」
▲
そ
う
、
節
電
に
も

挑
戦
。
暑
け
れ
ば
暑
い
な
り

に
、
暗
け
れ
ば
暗
い
な
り
に

暮
ら
し
、
多
少
の
手
間
は
惜

し
ま
ず
、
こ
の
夏
、
三
三
％

の
削
減
に
成
功
▲
そ
う
、
や

れ
ば
で
き
る
ん
で
す
。
こ
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
今
学
期

も
し
の
ぎ
き
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
学
校
が
あ
る
こ

と
に
、
同
僚
や
生
徒
が
い
る

こ
と
に
、
組
合
が
あ
る
こ
と

に
も
感
謝
感
謝
。

視 座

高教組
２面 教職員 健康診断結果より

教育実践 進士竜太郎（下）

猛
暑
の
７
月
23
日
、
静
岡

市
の
駿
府
公
園
は
５
千
人
も

の
人
々
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。「
浜
岡
原
発
の
永
久
停

止
・
廃
炉
を
求
め
る
静
岡
県

大
集
会
」（
ひ
ま
わ
り
集
会
）

で
す
。

福
島
原
発
の
深
刻
さ
が
増

す
事
故
を
見
て
「
黙
っ
て
は

い
ら
れ
な
い
」
思
い
に
駆
ら

れ
た
人
々
が
続
々
と
広
い
会

場
を
埋
め
ま
し
た
。

愛
知
や
長
野
、
神
奈
川
な

ど
近
県
か
ら
も
バ
ス
で
参
加

し
ま
し
た
。

ろ
し
さ
を
切
々
と
訴
え
、
原

発
に
よ
る
被
災
者
を
二
度
と

生
ま
な
い
た
め
に
た
た
か
う

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
志
位
委
員
長

は
原
発
事
故
の
異
質
な
危
険

性
を
指
摘
し
「
原
発
ゼ
ロ
の

声
を
静
岡
か
ら
世
界
に
広
げ

よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ー
ス
に
分
か
れ
「
な
く
そ

う
！
浜
岡
原
発
」
な
ど
と
市

民
に
訴
え
な
が
ら
パ
レ
ー
ド

し
ま
し
た
。
街
頭
か
ら
手
を

振
る
人
、
車
か
ら
共
感
の
ク

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
応
え
る
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

高
教
組
は
集
会
や
パ
レ
ー

ド
の
案
内
要
員
な
ど
50
人
を

超
え
る
組
合
員
・
家
族
が
参

加
し
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
姿
も

数
多
く
見
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

浜
岡
原
発
廃
炉

浜
岡
原
発
廃
炉
にに
五
千
人

五
千
人  

浜
岡
原
発
廃
炉

浜
岡
原
発
廃
炉
にに
五
千
人

五
千
人  

浜
岡
原
発
廃
炉
に
五
千
人 

― 

全
国
各
地
で
も
原
発
ゼ
ロ
に
次
々
と
大
集
会 

― 

㊤開会あいさつをする林県評議長
㊧駿府公園を埋めつくした参加者、
5000枚の案内ビラはすべて配布
されました

三
上
湖
西
市
長

９
月
３
日
�
に
静
岡
市
で
「
教
育
全

国
署
名
・
静
岡
県
ス
タ
ー
ト
集
会
」
が

開
か
れ
、
福
島
県
立
高
教
組
の
齋
藤
毅

さ
ん
が
「
今
、
福
島
の
子
ど
も
た
ち
は
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

地
震
・
津
波
・
原
発
事
故
・
風
評
被
害
の
四

重
苦
の
中
に
い
る
福
島
県
。
特
に
放
射
能
汚
染

は
深
刻
で
す
。
他
校
に
間
借
り
し
て
の
劣
悪
な

教
育
環
境
、「
戻
れ
る
の
か
」
の
不
安
の
中
で
、

生
徒
も
教
職
員
も
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
齋
藤
さ

ん
は
「
福
島
と
静
岡
か
ら
『
脱
原
発
』
の
声
を

上
げ
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

根
本
福
島
農
民
連
事
務
局
長

現
給
保
障

現
給
保
障
のの
廃
止
も

廃
止
も  

現
給
保
障
の
廃
止
も 

60
歳
前
の
7
割
水
準
の
給
与

’11人勧 今
年
度
人
事

院
勧
告
は
、
震

災
な
ど
の
影
響

で
例
年
よ
り
一

ヶ
月
以
上
遅

れ
、
９
月
27
日

ご
ろ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

勧
告
を
め
ぐ

る
状
況
と
し
て

は
、
中
央
最
低

賃
金
審
査
会
の

答
申
が
10
円
以

下
（
静
岡
は
３

円
）
と
低
く
抑

え
ら
れ
た
り
、

震
災
、
円
高
、
景
気
後
退
な

ど
の
経
済
状
況
や
、
国
家
公

務
員
給
与
カ
ッ
ト
法
案
が
国

会
に
提
出
さ
れ
る
な
ど
の
政

治
状
況
が
あ
り
ま
す
。

伝
え
ら
れ
る
具
体
的
な
内

容
と
し
て
は
、
定
年
制
延
長

に
関
し
て
、
制
度
の
概
要
が

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
60

歳
前
の
７
割
水
準
の
給
与
、

一
時
金
の
3.00
月
へ
の
減
額
、

50
歳
代
の
給
与
水
準
も
民
間

と
の
均
衡
を
踏
ま
え
検
討
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
05
年
か
ら
続
い
た

「
給
与
構
造
改
革
」
に
よ
る
大

幅
な
給
与
削
減
に
対
し
て
、

激
変
緩
和
措
置
と
し
て
行
わ

れ
て
き
た
現
給
保
障
を
12
年

４
月
か
ら
廃
止
す
る
意
向
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
施
さ

れ
る
と
主
に
50
歳
代
を
中
心

に
大
幅
な
給
与
削
減
に
な
り

ま
す
。
継
続
を
求
め
る
取
り

組
み
は
重
点
課
題
で
す
。

高
教
組
は
、
給
与
水
準
改

善
、
諸
手
当
削
減
阻
止
、
地

域
手
当
・
通
勤
手
当
引
き
上

げ
、
現
給
保
障
継
続
等
を
重

点
課
題
に
、
県
人
事
委
員
会

と
の
交
渉
を
強
め
て
い
き
ま

す
。

パレードに参加した組合員

県
内
の
市
長
や
市
議
会
議

長
の
６
名
の
方
々
も
メ
ッ
セ

ー
ジ
や
賛
同
の
声
を
寄
せ
ま

し
た
。

三
上
市
長
は
「
浜
岡
原
発

は
直
下
型
地
震
が
襲
う
と
こ

ろ
だ
。
声
を
大
に
し
て
廃
炉

に
せ
よ
と
呼
び
か
け
ま
し
ょ

う
」
と
訴
え
、
大
き
な
共
感

の
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

福
島
県
農
民
連
の
根
本
事

務
局
長
は
、
原
発
事
故
の
恐

パ
レ
ー
ド
に
手
を
振
る
市
民

集
会
後
、
参
加
者
は
３
コ

「
声
を
大
に
し
て
廃
炉
に
」

と
三
上
元
湖
西
市
長

は
じ
め

～福島から報告～
＜教育署名スタート集会＞
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９
月
２
日
野
田
佳
彦
新
内

閣
が
発
足
し
ま
し
た
。
民
主

党
政
権
の
２
年
間
で
３

人
目
、
自
民
党
政
権
下

を
含
め
る
と
５
年
間
で

６
人
目
の
首
相
が
誕
生

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
政
権
に
対
す
る
評
価

は
政
治
姿
勢
と
政
策
な
ど
に

待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

新
首
相
に
指
名
さ
れ
た
野
田

氏
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
言
動
か
ら
私
た
ち
が
願
う

政
治
の
方
向
と
は
相
容
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念

を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
組
閣
前
か
ら
財
界
総
本

山
・
日
本
経
団
連
な
ど
の

「
財
界
詣
で
」
を
し
、
米
倉

弘
昌
会
長
は
「
ジ
ャ
パ
ン
ド

リ
ー
ム
の
実
現
だ
」「
菅
前

首
相
と
は
首
か
ら
上
の
質
が

違
う
」
と
褒
め
ち
ぎ
り
、
手

放
し
で
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

「
ミ
ス
タ
ー
増
税
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
新
首
相
は
、
復

興
と
社
会
保
障
を
名
目
と
し

た
消
費
税
増
税
に
強
い
意
欲

を
持
ち
、
来
年
３
月
ま
で
に

法
案
提
出
の
方
針
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
財
界

の
強
い
要
望
で
あ
る
法
人
税

減
税
の
実
施
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
連
携
協
定
）
推
進
、

原
発
再
稼
働
容
認
の
方
向
も

示
し
て
い
ま
す
。
沖
縄
基
地

は
辺
野
古
移
設
、
新
基
地
建

設
の
日
米
合
意
優
先
の
立
場

で
す
。「
高
校
授
業
料
不
徴

収
」
も
三
党
合
意
の
な
か
で

見
直
し
に
向
か
う
危
険
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。
野
田
新
内

閣
で
は
財
界
主
導
、
ア
メ
リ

カ
追
随
の
「
自
民
党
政
治
」

「
構
造
改
革
路
線
」
に
回
帰

し
、
国
民
不
在
の
「
翼
賛
政

治
」
が
す
す
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
の
危
惧
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。

震
災
か
ら
６
ヶ
月
、
遅
々

と
し
て
す
す
ま
な
い
復
旧
・

復
興
、
国
民
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
深
刻
な
危
機
が
進

行
す
る
な
か
、
競
争
と
自
己

責
任
の
「
構
造
改
革
路
線
」

へ
の
回
帰
は
、
国
民
の
願
い

に
背
き
、
被
災
地
の
復
旧

や
国
民
生
活
に
さ
ら
に
深

刻
な
打
撃
を
与
え
る
も
の

と
な
り
ま
す
。
国
民
生
活

第
一
と
訴
え
、
国
民
生
活

を
守
り
、
願
い
と
期
待
を

受
け
て
２
年
前
民
主
党
政
権

は
発
足
し
ま
し
た
。
被
災
者

の
願
う
震
災
復
旧
・
復
興
に

向
け
て
、「
連
帯
と
共
同
」

の
政
治
が
今
も
っ
と
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

野
田
新
内
閣
の
政
治
姿
勢

「
翼
賛
政
治
」と「
構
造
改
革
路
線
」へ
の
回
帰

主
張― 静岡県教職員の健康診断結果より ― 

静
岡
県
教
職
員
の
昨
年
度
の
健
康
診
断
結
果
を
、
県
教
委
（
福
利
課
）
は
七
月
に
公
表

し
ま
し
た
。「
要
治
療
者
率
」
は
四
人
に
一
人
の
割
合
で
す
。「
精
神
疾
患
」
に
よ
る
休

職
者
は
３
年
間
で
1.5
倍
と
急
増
し
て
い
ま
す
。
心
身
の
健
康
破
壊
が
年
毎
に
深
刻
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
態
の
克
服
に
向
け
、
県
教
委
は
ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

45.6
％
に
減
っ
て
い
ま
す
。「
経

過
観
察
者
」
を
含
め
る
と
50.7
％

で
、
半
数
の
教
職
員
が
病
気
を

抱
え
な
が
ら
、
健
康
不
安
の
中
、

教
育
に
携
わ
っ
て
い
る
実
態
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
治
療
を
必
要
と
す
る
」

教
職
員
（
要
医
療
者
）
は
、

昨
年
度
22.7
％
、
約
４
人
に
１

人
と
な
り
、
10
年
前
の
1.7
倍

と
急
増
し
て
い
ま
す
。

「
異
常
な
し
」
は
56
％
か
ら

13.513.2

16.8

14.3

45.6％ 

56％ 

2000年度 

2011年度 

異常なし 
　　の推移 

�静岡県教職員の健康診断 
（福利課資料より） 

�要医療者率の推移 

10

22.7

年度 
09

23.2

年度 
07

18.4

年度 
06
年度 

04
年度 

02
年度 

2000
年度 

「
城
が
燃
え
る
」
・
・
・

飯
盛
山
を
訪
ね
て

８
月
３
日
〜
５
日
、
福
島
県
会
津

若
松
市
に
て
第
35
回
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
会
津
で
は
、
新
聞
（
会
津
大
学

に
て
）
・
写
真
・
小
倉
百
人
一
首
か

る
た
・
吟
詠
剣
詩
舞
、
そ
し
て
郡
山

市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
総
合

開
会
式
が
会
津
風
雅
堂
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
、
本
校
定
時
制
生
徒
会
広
報

の
２
年
女
子
２
人
と
私
は
、
新
幹
線

を
乗
り
継
ぎ
、
午

後
３
時
に
会
津
到

着
。
５
時
か
ら
の

交
流
会
ま
で
少
し

時
間
が
あ
る
の

で
、
バ
ス
に
乗
っ

て
白
虎
隊
で
有
名

な
飯
盛
山
に
向
か

い
ま
し
た
。

気
温
が
30
度
を

超
え
る
中
、
生
徒

は
、
じ
っ
と
墓
碑

を
眺
め
て
い
ま
し

た
。
自
決
し
た
時
の
年
齢
は
16
〜
17

歳
。
自
分
達
と
同
じ
年
齢
の
死
を
改

め
て
感
じ
た
様
で
し
た
。
残
念
な
が

ら
木
が
生
い
茂
り
、
城
は
見
え
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
「
会
津
に
来
た
」
と

い
う
感
慨
が
湧
き
ま
し
た
。

教 育 実 践

高総文祭で優秀賞
定時制で学校新聞を発行して（下）

磐田南高定時制

進　士　竜　太　郎

さ
て
、
新
聞
部
門
の
主
な
活
動
は
、

交
流
新
聞
作
り
で
す
。
初
日
に
班
編

成
。
２
日
目
に
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

バ
ス
に
乗
っ
て
現
地
取
材
。
本
校
は
、

女
子
１
名
が
「
鶴
ヶ
城
と
御
薬
園

（
藩
主
別
邸
を
兼
ね
た
薬
草
園
）」
コ

ー
ス
に
参
加
。
会
津
の
歴
史
を
暑
さ

に
負
け
ず
？
堪
能
し
て
き
ま
し
た
。

「
緊
張
し
ま
し
た
」

総
合
開
会
式
の
ス
ピ
ー
チ

２
日
目
、
も
う
一
人
の
女
子
は
、

交
流
新
聞
作
り
を
離
れ
、
総
合
開
会

式
に
出
席
。
実
は
、
事
前
に
静
岡
県

高
総
文
祭
事
務
局
か
ら
、
静
岡
県
代

表
と
し
て
総
合
開
会
式
の
ス
ピ
ー
チ

を
依
頼
さ
れ
た
の
で
す
。
午
前
９
時
、

鶴
ヶ
城
に
近
い
会
場
に
集
合
。
２
度

の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
経
て
、
午
後
１
時

30
分
か
ら
本
番
で
す
。
地
元
の
高
校

生
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
力
強
い
演
奏
の

中
、
「
お
茶
の
香
り
に
み
か
ん
と
温

泉
、
富
士
っ
ピ
ー
魂
で
が
ん
ば
る
ぞ

ー
」
と
見
事
に
決
め
て
く
れ
ま
し
た
。

生
徒
も
「
緊
張
し
た
け
ど
、
い
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
」
と
明
る
く
答

え
ま
し
た
。

ま
た
、
年
間
紙
面
審
査
賞
も
、
富

士
高
・
藤
枝
東
な
ど
県
内
５
校
と
共

に
「
優
良
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

さ
て
、
震
災
の
事
に
つ
い
て
も
触

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
、
会
津
は
地
盤

が
固
く
死
者
は
１
名

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
風
評
被

害
で
会
津
の
観
光
客

は
激
減
。
茨
城
な
ど

近
県
か
ら
来
る
中
学

校
の
修
学
旅
行
が
３

分
の
２
減
に
。
宿
泊

先
の
ホ
テ
ル
も
20
名

の
原
発
被
災
者
の
方

が
宿
泊
。
４
月
当
初

は
、
100
名
を
超
え
た
と
い
い
ま
す
。

ま
た
持
参
し
た
「
は
か
る
く
ん
」
で

大
学
構
内
の
樹
木
下
の
草
を
測
定
。

数
値
は
、
０．

３
４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
。
会
津
の
中
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ

ッ
ト
で
し
た
。

（
了
）

「
要
治
療

要
治
療
」
が
四
人
に

が
四
人
に
一
人 

「
要
治
療
」
が
四
人
に
一
人 

「
異
常
異
常
な
し
な
し
」
は
半
数

は
半
数 

「
異
常
な
し
」
は
半
数 

人
間
ド

人
間
ド
ッ
ク 

人
間
ド

人
間
ド
ッ
ク 

人
間
ド
ッ
ク 

高
齢
化
を 

挙
げ
る
が
… 

県教委 

07 08 09 10

95人 

103人 

121人 123人 

�静岡県教職員の精神疾患による 
病気休職者の推移 
（福利課資料より） 

96人 

87人 

74人 

65人 

78
％ 

71.9
％ 

71.8
％ 

68.4
％ 

年度 

病
気
休
職
者 

％＝ ×100
精神疾患による 
病気休職者 

精
神
疾
患
に
よ
る
休
職
者 

← 

← 

急増する精神疾患 急増する精神疾患 
県県立立はは33校校にに22名名がが休休職職、、特特休休  県立は3校に2名が休職、特休 

「
精
神
疾
患
」
に
よ
る
休

職
者
の
急
増
は
深
刻
で
す
。

07
年
度
の
65
人
か
ら
10
年
度

は
96
人
と
、
３
年
で
1.5
倍
で

す
。
30
回
以
上
の
「
特
休
」

を
含
め
る
と
、
10
年
度
は
225

人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

県
立
学
校
の
場
合
、
10
年

度
で
休
職
34
人
、
特
休
41
人

と
３
校
に
２
人
が
精
神
疾
患

で
休
ん
で
い
ま
す
。
休
職
や

健
診
別
の
要
医
療
者
率
の

変
化
（
全
体
）
は
10
年
前
と

較
べ
る
と
、
一
般
健
診
で
1.4

倍
、
人
間
ド
ッ
ク
で
1.6
倍
。

年
代
別
（
県
立
学
校
と
事
務

局
）
で
も
30
代
以
下
で
1.2
倍
、

40
代
以
上
で
1.3
倍
で
す
。
県

教
委
が
要
医
療
者
の
増
加
原

因
と
し
て
高
齢
化
を
挙
げ
て

い
ま
す
が
的
を
得
た
指
摘
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

特
休
を
と
ら
な
く
て
も
、
苦

し
い
精
神
状
態
で
か
ろ
う
じ

て
勤
め
て
い
る
人
が
更
に
多

い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

ス
ト
レ
ス
を
増
す
管
理
体

制
の
強
化
と
超
多
忙
の
勤
務

実
態
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
こ

と
は
明
白
で
す
。
県
教
委
は

教
職
員
が
心
身
と
も
健
康
で

働
け
る
体
制
を
整
え
る
教
育

行
政
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

一般健診 10.2％ 14.3％ 1.4倍
健
診
別

（
全
体
）人間ドック 18.4％ 29.8％ 1.6倍

�要医療者率の変化

2000年度 2010年度 倍率

30代以下 7.2％ 8.5％ 1.2倍 年
齢
別

（
県
立
）

40代以上 22.5％ 29.4％ 1.3倍


